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石和東小学校の学校経営 

 

１ 学校教育目標 

 

   かしこく やさしく たくましく 

 

    ・深く考え行動できる子ども 

   ・明るく思いやりのある子ども 

    ・強くたくましい子ども  

 

 

２ 目指す姿（子ども・学校・教師） 

（１）目指す子どもの姿 

   ・基本的生活習慣を身につけた子ども 

・自ら学び考え判断し，行動する子ども 

・夢と希望を持ち，仲間とともにがんばる子ども 

・健康で明るく思いやりのある子ども 

（２）目指す学校の姿 

      ・子どもが安心して生き生きと学ぶ学校 

      ・教職員が誠意と熱意を持って意欲的に取り組む学校 

      ・保護者，地域に信頼される学校 

（３）目指す教師の姿 

      ・愛情に満ち，一人ひとりの子どもの個性を伸ばす教師 

      ・高い倫理観と豊かな人間性，深い教養をそなえた教師 

・使命と責任感を持ち，チーム東小の一員として協働してより良い学校をつくる教師 

      ・専門の識見を高め，実践し学び続ける教師 

 

３ 学校経営の方針 

（１）児童の実態，地域の特色，児童を取り巻く社会情勢などを考慮した，適切な教育課程の編

成と実施に努める。  

（２）基礎的・基本的な知識・技能を確実に定着させ，これらを活用して課題を解決するための

思考力，判断力，表現力を育てる学習指導に努める。 

（３）ICTを効果的に活用した教育活動を進める。 

（４）自ら進んで学習に取り組み，学校内外の多様な人々と協働的に学ぶ態度を養う。 

（５）互いの良さを理解し，思いやりのある豊かな心を育てるとともに，基本的な生活習慣を確

立させ，規範意識や関わり合う力を持った児童の育成に努める。（東小十カ条への取組） 

（６）運動に親しみ，心身ともに健康で調和のとれた児童の育成に努める。 

（７）学校・家庭・地域社会の連携を深め魅力ある教育活動を行うとともに，安全管理体制の一

層の充実と児童の安全確保に努める。 

（８）教師の個性や専門性を発揮し，特色ある学級及び学校づくりに努める。 



2 

 

４ 重点的取り組み 

（１）深く考え行動できる子どもを育成するために 

  ・校内研究を充実させ，児童の実態を確実に把握し，児童が意欲的・主体的に学習に取り組

むことができる指導方法・指導内容の工夫及び教育環境の整備を行う。 

 ・ICTの効果的な活用方法を探求する。 

 ・教材研究に取り組み，目標とねらいを明確にした授業の構築と振り返りを徹底する。 

    ・開放的・受容的な雰囲気の中で伝え合い学び合う活動を取り入れ「かかわる力」を育成し，

協働的な学習のできる教室づくりを行う。 

    ・読書の質の向上を図るとともに，習慣化と教科学習における図書館の活用を推進する。 

    ・授業づくりの７つの視点（やまなしスタンダード）の構築を目指す。 

  ・学校内や地域での体験的学習を充実させることにより，学習したことを深め，活用し，よ

り良い社会を築くための人間性の基礎を養う。 

 

（２）明るく思いやりのある子どもを育成するために 

・一人ひとりの児童の個性を理解し，長所を認め伸ばすことにより，児童の自己肯定感を育

てる。長所も短所も受け入れ，認め合いの上に立った人間関係の熟成を進める。 

    ・集団づくりの研究を継続，改善し，集団の中でよりよい関係づくりに努めるとともに，

児童が主体となっていじめをなくす取り組みができるよう計画的に指導する。 

  ・特別の教科「道徳」において，自己を見つめ，多面的・多角的に考え，自己の生き方を

考え深める授業を実践するよう努める。 

  ・児童が主体となって「東小十か条」に取り組めるよう指導するとともに，家庭や地域と共

有できるように，あらゆる機会を通して発信する。 

 

（３）強くたくましい子どもを育成するために 

    ・基本的生活習慣を重視した子どもたちの身体づくりに努め，自己管理能力の育成を図る。 

    ・学校教育全体を通して，心身の健康及び安全に関する指導，体力向上に関する指導等を発

達段階に応じて計画的に実施する。 

  ・自己および集団の課題解決に向けて，児童一人ひとりの心に寄り添いながら，最後まであ

きらめずに取り組むことができるように支援することで，心身の成長を促す。 

  ・「自分の命は自分で守る」ことを基本理念として，体験的な防災教育に取り組む。 

 

(４)保護者や地域に信頼される学校づくりについて 

  ・学校と家庭，地域及び行政など関係機関との連繋を強化し，児童の課題に対する教育相談

体制を構築する。迅速で，誠意のある対応に努める。 

・児童の頑張りや成長などを積極的に発信する。（各種たより，連絡帳，電話，面談 など） 

・保護者と連携し「緑のファイル」「まいがく」を活用し，基本的生活習慣の定着や家庭学

習の習慣化を図る。 

・通信機器の扱いについての正しい使い方を共有できるよう，学習会や情報発信を積極的に

行う。 

 

(５)働き方改革について 

・それぞれのステージに応じた目標に向かえるよう，職員全体でサポートし合う。 

・目標やねらいを明確にした効率化に，チーム東小として組織的に取り組む。 

  ・教育課程と日課表の見直しを進め，働き方改革に繋がる取組を行う。 


